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 定点把握感染症 

管内流行発生警報発令中：咽頭結膜熱 

 TOPIC 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に注意しましょう 

  

国内での重症熱性血小板減少症候群（SFTS）患者の報告数は，平成 25 年に報告されて以降増加

し，近年では年間 100 例を超えています。これまでは，西日本を中心に報告されていたところです

が，今般，北海道で初めて SFTS の症例が確認されました。  

北海道において症例が確認されたことから，今後は西日本に限らず他の地域においても患者が報

告される可能性があります。また，SFTS に感染した場合には重症化することもあることから，発

症後速やかに診断する必要があります。  

SFTS は，ウイルスを保有するマダニに刺されることにより感染します。また，ウイルスに感染

した犬や猫に咬まれたり，血液などの体液に直接触れたりすることで感染することも報告されてい

ます。  

現在，マダニの活動が活発な時期であることから，マダニに刺されないための予防措置について，

参考の啓発ツール（ポスター等）を活用して感染予防に努めましょう。 

【お問い合わせ先】 〒899-2501 鹿児島県日置市伊集院町下谷口 1960-1 鹿児島地域振興局保健福祉環境部（伊集院保健所） 

TEL（099）273-2332 ／ FAX （099）272-5674 ／ E-mail kago-kenko-shippei@pref.kagoshima.lg.jp 

鹿児島地域振興局 URL http://www.pref.kagoshima.jp/ak01/chiiki/kagoshima/index.html 

２０２５年第３３週 （令和７年８月１１日～令和７年８月１７日） 

定点医療機関【インフルエンザCOVID２，小児科１，基幹定点１，ARI 2】

注意報

疾 　 患  　名
開始 終息 基準値 第30週 第31週 第32週 第33週

先週から

の増減
第32週

前週から

の増減

ARI（急性呼吸器感染症） ー ー ー 124.50 172.00 130.00 113.50 ↘ 68.89 ↗

インフルエンザ 30 10 10 1.00 0.50 0.00 0.50 ↗ 0.12 ↗

COVID-19 － － － 11.50 17.50 8.00 18.50 ↗ 13.46 ↗

咽頭結膜熱 3 1 － 5.00 3.00 3.00 6.00 ↗ 1.00 ↗

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8 4 － 6.00 3.00 7.00 5.00 ↘ 2.16 ↗

感染性胃腸炎 20 12 － 1.00 1.00 7.00 3.00 ↘ 4.45 ↘

水痘 2 1 1 1.00 3.00 2.00 0.00 ↘ 0.13 ↘

手足口病 5 2 － 1.00 1.00 0.00 0.00 → 0.13 ↘

伝染性紅斑 2 1 － 0.00 0.00 0.00 1.00 ↗ 1.65 ↗

突発性発しん － － － 2.00 0.00 0.00 0.00 → 0.26 ↘

ヘルパンギーナ 6 2 － 4.00 6.00 2.00 0.00 ↘ 3.23 ↘

流行性耳下腺炎 6 2 3 0.00 0.00 0.00 0.00 → 0.06 ↗

ＲＳウイルス感染症 － － － 0.00 2.00 0.00 4.00 ↗ 1.65 ↗

　全数報告（かっこ内は本年の累積数） 百日咳3 (47）

　　　　※警報域　：太文字で赤色の塗りつぶし，　注意報域　：太文字で黄色の塗りつぶし

県警報基準値 伊集院保健所管内



 

 

啓発ツールや予防等について 

○厚生労働省ホームページ  

ダニ媒介感染症啓発ツール  

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164495.html 

 

 

○国立健康危機管理研究機構ホームページ  

マダニ対策、今できること   

https://www.niid.jihs.go.jp/content2/research_department/ent/2025040418382

0.html 

 

 注意すべき感染症 

・咽頭結膜熱（流行警報発令中） 

第 33 週の伊集院保健所管内における咽頭結膜熱の報告数は，６人でした。年齢別では，１歳（3 人），３

歳（１人），4 歳（2 人）でした。 

咽頭結膜熱は，小児の急性ウイルス性感染症で，飛沫感染，あるいは手指を介した接触感染で拡大します。

感染予防策としては，タオルの共用はせず，感染者と密接な接触を避け，流水と石けんによる手洗い，うがい

を励行しましょう。 

・ COVID-19  

第 33 週の伊集院保健所管内における COVID-19 の報告数は，37 人（定点当たり 18.50）でした。 

年齢別の報告では，１歳（6 人），50～59 歳・60～69 歳・70～79 歳（各 4 人），6 ヶ月～11 ヶ月（3

人），０～5 ヶ月・5 歳・9 歳・15～19 歳・30～39 歳（各 2 人），2 歳・6 歳・7 歳・10～14 歳・40

～49 歳・80 歳以上（各 1 人）となっています。 

新型コロナウイルス感染症の主な症状は，発熱，呼吸器症状（咳，咽頭痛），頭痛，倦怠感等です。下痢，

嘔吐，嗅覚・味覚障害をおこす事もあります。 

①咳エチケット（口・鼻を覆う）②「液体石けん・流水による手洗い」か「手指消毒」 

③換気（部屋の換気を定期的に行う） ④集団生活の場では，共用部分の消毒 

基本的な感染対策ができているか見直しをしてみましょう 

 

〇学校における感染症による出席停止の状況 8/11～８/17（出典：学校等欠席者・感染症情報システム） 

 今週は，その他感染症が 1 人報告されています。  　　　　疾患名
自治体名

その
他感
染症

日置市 1
いちき串木野市 0
三島村 0
十島村 0

計 1

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164495.html
https://www.niid.jihs.go.jp/content2/research_department/ent/20250404183820.html
https://www.niid.jihs.go.jp/content2/research_department/ent/20250404183820.html

